
リンゴコカクモンハマキのフェロモントラップ誘殺消長（令和７年（2025年）調査） 

病害虫防除部 

 

過去 10年間の消長模式図（果樹試験場内 県予察ほ） 

 

 

○県予察ほ（須坂市 果樹試験場)                ○長野市（病害虫防除部） 

 

○佐久市（佐久農業農村支援センター調査協力）         ○中野市（病害虫発生予察ほ）  

  
【調査地点】（標高約 760m） 

・佐久市（ももほ場）  

・平年は 2015年～2024年の平均値。 

 

【コメント】 

・東信の本地点は他の観察地点とは異なり、誘殺が記録される

ことが多い。平年は６月に多くの誘殺が記録され、他の時期は

少ないが、本年も観察開始以降、栽培後半までコンスタントに

誘殺が観察され、栽培後半の９月に誘殺される数も多かった。 

【調査地点】（標高約 450m）  

・中野市（りんごほ場）  

・2023年にほ場を変更したため、平年値なし。 

 

【コメント】 

・長野市の観察地点と同様、地点変更以来、過去２年誘殺が観察さ

れていない。本年も記録されなかった。 

【調査地点】（標高約 350m） 

・須坂市 果樹試験場（りんごほ場） 

・平年は 2015年～2024年の平均値 

 

【コメント】 

・本種の誘殺はこの５年ほどは少なく、年に１頭誘殺されるかど

うかの状況である。本年は７月後半に第１世代成虫が計２頭誘殺

されたが、これでも平年に比べ多い数であった。 

【調査地点】（標高約 370m） 

・長野市（りんごほ場） 

・2023年からほ場変更したため、平年値なし。 

 

【コメント】 

・調査ほ場変更以降、過去２年間誘殺が観察されておらず、本年

も記録されなかったが、本種自体、北信地域での誘殺は減ってい

る。 


